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10
年
後
の
事
務
所
の
将
来
を

参
加
者
全
員
で
考
え
る

T
K
C
近
畿
兵
庫
会
は
各
支
部
で

「
月
次
決
算
体
制
の
構
築
支
援
」
実

践
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
。

同
会
東
播
支
部
の
勉
強
会
で
は
、

桑
村
浩
弥
会
員
が
リ
ー
ダ
を
務
め
、

参
加
者
が
一
緒
に
事
務
所
の
将
来
を

考
え
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
中
心
の

勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
。（
会
員

13
名
、
幹
部
職
員
4
名
が
参
加
）

第
1
回
は
、
テ
キ
ス
ト
『
T
K
C

会
計
人　

業
務
の
未
来
設
計
』
に
そ

っ
て
次
の
二
つ
テ
ー
マ
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

「
月
次
決
算
速
報
サ
ー
ビ
ス
の
実

績
向
上
」を
目
指
す

T
K
C
東
京
中
央
会
は
各
支
部
で

「
月
次
決
算
体
制
の
構
築
支
援
」
実

践
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
。

同
会
中
央
支
部
の
勉
強
会
で
は
、

温
井
德
子
会
員
が
リ
ー
ダ
を
務
め
、

守
屋
貴
史
支
部
長
を
は
じ
め
、
定
員

は
10
名
と
し
少
人
数
で
開
催
し
た
。

勉
強
会
の
開
催
目
的
を
次
の
よ
う
に

定
め
て
い
る
。

①
税
務
行
政
3
・

0
と
デ
ジ
タ
ル

イ
ン
ボ
イ
ス
で

世
の
中
は
ど
う

変
化
す
る
か
?

②
多
様
な
働
き
方

に
対
応
し
て
、

優
秀
な
人
材
を

確
保
す
る
た
め

に
何
を
す
べ
き

か
？

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
通
じ
て
、

次
の
よ
う
な
意
見
が
挙
が
っ
た
。

「
こ
れ
ま
で
は
、
関
与
先
が
最
優
先
、

職
員
の
こ
と
は
二
の
次
と
考
え
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
職
員
が
生

き
生
き
と
働
け
る
事
務
所
を
目
指
し

た
い
で
す
。」

「
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
る
実
感

は
あ
り
ま
す
が
『
関
与

先
や
職
員
に
も
問
題
が

あ
る
』
と
目
を
背
け
て

い
ま
し
た
。
関
与
先
か

ら
選
ば
れ
る
事
務
所
を

考
え
た
と
き
に
、
所
長

自
ら
が
率
先
し
て
対
応

し
な
け
れ
ば
進
ま
な
い
、

と
危
機
感
を
感
じ
ま
し

た
。」

「
在
宅
ワ
ー
ク
や
週
休

3
日
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
な
ど
柔
軟
な
働

き
方
の
対
応
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

職
員
の
待
遇
を
改
善
す
る
た
め
に
、

顧
問
料
な
ど
の
見
直
し
が
必
要
と
の

結
論
が
で
ま
し
た
。」

勉
強
会
は
来
年
5
月
ま
で
全
7
回

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

（
神
戸
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

酒
井
賢
樹
）

T
K
C
近
畿
兵
庫
会
　
東
播
支
部

T
K
C
東
京
中
央
会
　
中
央
支
部

と
　
き
：
令
和
7
年
9
月
9
日
㈫

と
こ
ろ
：
三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー
ク

と
　
き
：
令
和
7
年
9
月
10
日
㈬

と
こ
ろ
：
T
K
C
東
京
本
社

T
K
C
全
国
会
運
動
方
針 

第
1
フ
ェ
ー
ズ

T
K
C
全
国
会
が
掲
げ
る
運
動
方
針
第
1
フ
ェ
ー
ズ
「
月
次
決
算
体
制
の
構
築
支
援
」
に
向
け
て
実
践
勉
強
会
を
9
月
か
ら
順
次

開
催
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
各
地
域
会
・
支
部
に
よ
る
開
催
レ
ポ
ー
ト
を
連
載
す
る
。

地
域
会
・
支
部
に
よ
る
「
月
次
決
算
体
制
の
構
築
支
援
」

実
践
勉
強
会
開
催
レ
ポ
ー
ト

近畿兵庫会東播支部（９月９日）

東京中央会中央支部（９月10日）
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①
テ
キ
ス
ト
『
T
K
C
会
計
人　

業
務

の
未
来
設
計
』
に
あ
る
「
6
つ
の
課

題
」
を
克
服
す
る
た
め
の
勉
強
会

②
東
京
中
央
会
を
牽
引
す
る
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
な
る
た
め
の
勉
強
会

③
東
京
中
央
会
の
重
点
目
標
で
あ
る

「
月
次
決
算
速
報
サ
ー
ビ
ス
の
実

績
向
上
」
を
目
指
す
勉
強
会

課
題
の
解
決
策
を
検
討
す
る

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第
1
回
は
、
テ
キ
ス
ト
を
確
認
し

た
後
に
、
F
X
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
、

月
次
決
算
速
報
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に

お
け
る
課
題
を
温
井
会
員
の
進
行
の

も
と
で
参
加
者
か
ら
意
見
を
募
り
、

解
決
策
を
検
討
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
食

わ
ず
嫌
い
」
の
よ
う
な
課
題
が
参
加

者
か
ら
挙
が
っ
た
が
「
T
K
C
の
新

サ
ー
ビ
ス
を
関
与
先
が
わ
か
る
よ
う

に
伝
え
る
こ
と
が
会
員
の
役
割
な
の

で
な
い
か
」、「
と
こ
し
え
別
冊
特
集

号
『
月
次
決
算
速
報
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
企
業
の
声
』
を
社
長
に
見
せ
て
啓

蒙
し
て
い
る
」
な
ど
の
発
言
も
挙
が

っ
た
。

あ
る
べ
き
収
益
構
造「
料
金
表
は

今
後
の
値
上
げ
に
向
け
て
必
要
」

今
回
は
テ
キ
ス
ト
『
T
K
C
会
計

人　

業
務
の
未
来
設
計
』
の
第
1
部

第
4
章
「
あ
る
べ
き
収
益
構
造
」
を

司
会
の
丹
野
覚
会
員
が
解
説
し
た
後
、

庄
内
会
場
の
三
谷
太
郎
会
員
か
ら
は

自
事
務
所
の
報
酬
に
対
す
る
時
間
単

価
計
算
の
考
え
方
が
共
有
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
手
間
を
要
す
る
関

与
先
ほ
ど
顧
問
料
は
安
い
傾
向
に
あ

る
」
と
い
っ
た
声
が
あ
が
り
、
適
正

な
顧
問
料
の
値
上
げ
や
過
重
負
担
を

解
消
す
る
た

め
に
何
を
す

る
か
意
見
交

換
が
行
わ
れ

た
。　ま

た
、
顧

問
料
の
値
上

げ
が
「
お
願

い
」
と
な
ら

な
い
よ
う
標

準
料
金
表
を

作
成
し
て
い

る
事
例
も
共

ま
た
、
参
加
者
に
よ
る
「
ス
マ
ホ

で
経
費
」
の
実
演
な
ど
F
X
ク
ラ
ウ

ド
の
機
能
に
関
す
る
実
演
も
行
わ
れ

た
。「
こ
の
勉
強
会
は
た
め
に
な
る
」

と
い
っ
た
感
想
も
述
べ
ら
れ
た
。

な
お
、
勉
強
会
は
年
内
は
残
り
2

回
開
催
。
来
年
も
継
続
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

（
首
都
圏
南
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

中
村
俊
介
）

T
K
C
東
北
会
山
形
県
支

部
は
、
山
形
市
内
の
山
形
セ

ン
タ
ー
と
庄
内
地
域
の
特
設

会
場
を
W
e
b
で
接
続
し
、

「
月
次
決
算
体
制
の
構
築
支

援
」
実
践
勉
強
会
を
開
催
、

両
会
場
を
あ
わ
せ
て
会
員
、

幹
部
職
員
が
31
名
、
S
C
G

も
全
員
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
地
域
会
代
表
者

の
兼
子
和
伴
会
員
か
ら
前
回

の
振
り
返
り
を
含
め
た
開
催

趣
旨
を
述
べ
た
。

有
さ
れ
た
。「
業
種
や
部
門
数
、
仕

訳
数
等
の
基
準
を
考
慮
し
毎
年
改
定

し
て
い
け
ば
、
い
ざ
値
上
げ
す
る
機

会
が
訪
れ
た
際
に
自
信
を
も
っ
て
提

案
で
き
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ

た
。

税
理
士
法
第
45
条
が
要
求
す
る

巡
回
監
査

山
形
県
支
部
巡
回
監
査
・
事
務
所

経
営
委
員
長
の
小
形
一
平
会
員
か
ら
、

テ
キ
ス
ト
の
コ
ラ
ム
「
税
理
士
法
第

45
条
が
要
求
す
る
巡
回
監
査
」
を
解

説
の
後
、
国
税
庁
が
公
開
し
て
い
る

懲
戒
事
例
（
相
当
注
意
義
務
違
反
を

含
む
）
が
紹
介
さ
れ
た
。
全
部
監
査

に
よ
る
事
実
認
定
が
求
め
ら
れ
て
お

り
巡
回
監
査
に
お
け
る
三
現
主
義
の

重
要
性
も
訴
え
た
。

「
で
き
な
い
理
由
は
会
計
事
務
所
側

に
あ
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
意
見
も

上
が
り
、
次
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、

「
最
先
端
の
巡
回
監
査
手
法
を
マ
ス

タ
ー
す
る
」
に
も
つ
な
が
る
内
容
で

あ
っ
た
。

（
山
形
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

平
山　

豊
）

T
K
C
東
北
会
　
山
形
県
支
部

と
　
き
：
令
和
7
年
10
月
2
日
㈭

と
こ
ろ
：
山
形
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

東北会山形県支部（10月２日）
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10
年
後
の
事
務
所
の
将
来
を

参
加
者
全
員
で
考
え
る

T
K
C
近
畿
兵
庫
会
は
各
支
部
で

「
月
次
決
算
体
制
の
構
築
支
援
」
実

践
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
。

同
会
東
播
支
部
の
勉
強
会
で
は
、

桑
村
浩
弥
会
員
が
リ
ー
ダ
を
務
め
、

参
加
者
が
一
緒
に
事
務
所
の
将
来
を

考
え
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
中
心
の

勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
。（
会
員

13
名
、
幹
部
職
員
4
名
が
参
加
）

第
1
回
は
、
テ
キ
ス
ト
『
T
K
C

会
計
人　

業
務
の
未
来
設
計
』
に
そ

っ
て
次
の
二
つ
テ
ー
マ
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

「
月
次
決
算
速
報
サ
ー
ビ
ス
の
実

績
向
上
」を
目
指
す

T
K
C
東
京
中
央
会
は
各
支
部
で

「
月
次
決
算
体
制
の
構
築
支
援
」
実

践
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
。

同
会
中
央
支
部
の
勉
強
会
で
は
、

温
井
德
子
会
員
が
リ
ー
ダ
を
務
め
、

守
屋
貴
史
支
部
長
を
は
じ
め
、
定
員

は
10
名
と
し
少
人
数
で
開
催
し
た
。

勉
強
会
の
開
催
目
的
を
次
の
よ
う
に

定
め
て
い
る
。

①
税
務
行
政
3
・

0
と
デ
ジ
タ
ル

イ
ン
ボ
イ
ス
で

世
の
中
は
ど
う

変
化
す
る
か
?

②
多
様
な
働
き
方

に
対
応
し
て
、

優
秀
な
人
材
を

確
保
す
る
た
め

に
何
を
す
べ
き

か
？

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
通
じ
て
、

次
の
よ
う
な
意
見
が
挙
が
っ
た
。

「
こ
れ
ま
で
は
、
関
与
先
が
最
優
先
、

職
員
の
こ
と
は
二
の
次
と
考
え
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
職
員
が
生

き
生
き
と
働
け
る
事
務
所
を
目
指
し

た
い
で
す
。」

「
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
る
実
感

は
あ
り
ま
す
が
『
関
与

先
や
職
員
に
も
問
題
が

あ
る
』
と
目
を
背
け
て

い
ま
し
た
。
関
与
先
か

ら
選
ば
れ
る
事
務
所
を

考
え
た
と
き
に
、
所
長

自
ら
が
率
先
し
て
対
応

し
な
け
れ
ば
進
ま
な
い
、

と
危
機
感
を
感
じ
ま
し

た
。」

「
在
宅
ワ
ー
ク
や
週
休

3
日
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
な
ど
柔
軟
な
働

き
方
の
対
応
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

職
員
の
待
遇
を
改
善
す
る
た
め
に
、

顧
問
料
な
ど
の
見
直
し
が
必
要
と
の

結
論
が
で
ま
し
た
。」

勉
強
会
は
来
年
5
月
ま
で
全
7
回

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

（
神
戸
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

酒
井
賢
樹
）

T
K
C
近
畿
兵
庫
会
　
東
播
支
部

T
K
C
東
京
中
央
会
　
中
央
支
部

と
　
き
：
令
和
7
年
9
月
9
日
㈫

と
こ
ろ
：
三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー
ク

と
　
き
：
令
和
7
年
9
月
10
日
㈬

と
こ
ろ
：
T
K
C
東
京
本
社

T
K
C
全
国
会
運
動
方
針 

第
1
フ
ェ
ー
ズ

T
K
C
全
国
会
が
掲
げ
る
運
動
方
針
第
1
フ
ェ
ー
ズ
「
月
次
決
算
体
制
の
構
築
支
援
」
に
向
け
て
実
践
勉
強
会
を
9
月
か
ら
順
次

開
催
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
各
地
域
会
・
支
部
に
よ
る
開
催
レ
ポ
ー
ト
を
連
載
す
る
。

地
域
会
・
支
部
に
よ
る
「
月
次
決
算
体
制
の
構
築
支
援
」

実
践
勉
強
会
開
催
レ
ポ
ー
ト

近畿兵庫会東播支部（９月９日）

東京中央会中央支部（９月10日）
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②
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収
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」
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司
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丹
野
覚
会
員
が
解
説
し
た
後
、

庄
内
会
場
の
三
谷
太
郎
会
員
か
ら
は

自
事
務
所
の
報
酬
に
対
す
る
時
間
単

価
計
算
の
考
え
方
が
共
有
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
手
間
を
要
す
る
関

与
先
ほ
ど
顧
問
料
は
安
い
傾
向
に
あ

る
」
と
い
っ
た
声
が
あ
が
り
、
適
正

な
顧
問
料
の
値
上
げ
や
過
重
負
担
を

解
消
す
る
た

め
に
何
を
す

る
か
意
見
交

換
が
行
わ
れ

た
。　ま

た
、
顧

問
料
の
値
上

げ
が
「
お
願

い
」
と
な
ら

な
い
よ
う
標

準
料
金
表
を

作
成
し
て
い

る
事
例
も
共

ま
た
、
参
加
者
に
よ
る
「
ス
マ
ホ

で
経
費
」
の
実
演
な
ど
F
X
ク
ラ
ウ

ド
の
機
能
に
関
す
る
実
演
も
行
わ
れ

た
。「
こ
の
勉
強
会
は
た
め
に
な
る
」

と
い
っ
た
感
想
も
述
べ
ら
れ
た
。

な
お
、
勉
強
会
は
年
内
は
残
り
2

回
開
催
。
来
年
も
継
続
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

（
首
都
圏
南
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

中
村
俊
介
）

T
K
C
東
北
会
山
形
県
支

部
は
、
山
形
市
内
の
山
形
セ

ン
タ
ー
と
庄
内
地
域
の
特
設

会
場
を
W
e
b
で
接
続
し
、

「
月
次
決
算
体
制
の
構
築
支

援
」
実
践
勉
強
会
を
開
催
、

両
会
場
を
あ
わ
せ
て
会
員
、

幹
部
職
員
が
31
名
、
S
C
G

も
全
員
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
地
域
会
代
表
者

の
兼
子
和
伴
会
員
か
ら
前
回

の
振
り
返
り
を
含
め
た
開
催

趣
旨
を
述
べ
た
。

有
さ
れ
た
。「
業
種
や
部
門
数
、
仕

訳
数
等
の
基
準
を
考
慮
し
毎
年
改
定

し
て
い
け
ば
、
い
ざ
値
上
げ
す
る
機

会
が
訪
れ
た
際
に
自
信
を
も
っ
て
提

案
で
き
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ

た
。

税
理
士
法
第
45
条
が
要
求
す
る

巡
回
監
査

山
形
県
支
部
巡
回
監
査
・
事
務
所

経
営
委
員
長
の
小
形
一
平
会
員
か
ら
、

テ
キ
ス
ト
の
コ
ラ
ム
「
税
理
士
法
第

45
条
が
要
求
す
る
巡
回
監
査
」
を
解

説
の
後
、
国
税
庁
が
公
開
し
て
い
る

懲
戒
事
例
（
相
当
注
意
義
務
違
反
を

含
む
）
が
紹
介
さ
れ
た
。
全
部
監
査

に
よ
る
事
実
認
定
が
求
め
ら
れ
て
お

り
巡
回
監
査
に
お
け
る
三
現
主
義
の

重
要
性
も
訴
え
た
。

「
で
き
な
い
理
由
は
会
計
事
務
所
側

に
あ
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
意
見
も

上
が
り
、
次
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、

「
最
先
端
の
巡
回
監
査
手
法
を
マ
ス

タ
ー
す
る
」
に
も
つ
な
が
る
内
容
で

あ
っ
た
。

（
山
形
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

平
山　

豊
）

T
K
C
東
北
会
　
山
形
県
支
部

と
　
き
：
令
和
7
年
10
月
2
日
㈭

と
こ
ろ
：
山
形
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

東北会山形県支部（10月２日）


